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大
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府
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第
61
回
評
議
員
会　

開
催

従来の保険証存続を
５月15日国会要請行動

命
と
暮
ら
し
守
る
政
治
へ
の
転
換

　

６
月
５
日
、

環
境
の
日
は
１

９
９
３
年
に

「
環
境
基
本

法
」
で
定
め
ら
れ
た
。
事
業

者
及
び
国
民
の
間
に
広
く
環

境
の
保
全
に
つ
い
て
関
心
と

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

積
極
的
に
環
境
の
保
全
に
関

す
る
活
動
を
行
う
意
欲
を
高

め
る
日
と
さ
れ
て
い
る
。
一

方
、
政
府
は
第
７
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
が
閣
議
決
定

し
た
も
の
の
、
２
０
４
０
年

度
の
電
源
構
成
に
占
め
る
原

発
の
割
合
を
２
割
程
度
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
を
４

〜
５
割
程
度
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
や
石

炭
な
ど
の
火
力
発
電
を
３
〜

４
割
程
度
と
温
存
す
る
方
針

と
な
っ
て
お
り
、
早
急
な
脱

炭
素
を
目
指
す
全
地
球
的
な

目
標
に
背
を
向
け
て
い
る
。

原
発
に
つ
い
て
は
「
可
能
な

限
り
原
発
依
存
を
低
減
す

る
」
の
文
章
を
削
り
「
最
大

限
活
用
」
を
打
ち
出
し
た
。

原
発
事
故
の
教
訓
を
踏
み
躙

り
、
あ
た
か
も
自
然
災
害
の

よ
う
に
扱
う
。
一
刻
の
猶
予

も
な
い
地
球
環
境
問
題
に
真

に
向
き
合
わ
な
い
政
府
。

「
環
境
基
本
法
」
は
大
事
な

ル
ー
ル
だ
。
国
や
会
社
、
み

ん
な
一
人
ひ
と
り
が
協
力
し

て
、
自
然
や
地
球
を
守
る
た

め
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
を

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

（
Ｙ
）

　

協
会
は
５
月
17
日
、
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で

第
61
回
通
常
評
議
員
会
を
開
催
し
た
。
評
議
員
40
人
と
理

事
ら
が
出
席
し
た
。
２
０
２
３
・
24
年
度
活
動
総
括
、
25

・
26
年
度
活
動
方
針
、
規
約
改
定
・
会
費
規
定
改
定
案

と
、
24
年
度
決
算
報
告
、
25
年
度
予
算
案
、
理
事
・
監
事

選
出
に
つ
い
て
な
ど
、
す
べ
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
、

「
命
と
暮
ら
し
を
守
る
政
治
へ
の
転
換
を
求
め
る
」
決
議

を
拍
手
で
採
択
し
、
閉
会
し
た
。

議
で
は
、
福
西
啓
八
評
議
員

（
大
阪
市
西
部
地
区
）
か
ら

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
観
点

で
女
性
会
員
や
、
女
性
役
員

を
増
や
す
た
め
の
工
夫
は
」

と
の
問
い
に
対
し
、
小
澤
力

理
事
長
は
、「
講
習
会
に
保

育
士
を
配
置
し
、
男
女
問
わ

ず
会
員
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
な
ど
工
夫
を
進
め
て

い
る
」
と
答
弁
し
た
。
組
織

部
長
で
女
医
の
会
世
話
人
の

玉
川
尚
美
理
事
（
写
真
・

下
）
は
「
過
去
２
年
間
の
講

習
会
へ
の
参
加
状
況
を
分
析

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
今
後

の
企
画
に
活
か
し
て
い
き
た

い
」
と
し
、
特
に
若
手
の
女

性
会
員
の
関
心
を
把
握
し
、

「
参
加
し
や
す
さ
」
の
具
体

的
な
分
析
と
改
善
へ
の
意
欲

を
強
調
し
た
。

「
医
療
機
関
に

正
当
な
評
価
を
」

　

糠
谷
吉
秀
評
議
員
（
北
大

阪
地
区
）
か
ら
「
医
療
機
関

が
正
当
な
評
価
を
受
け
る
こ

と
で
、
国
民
が
安

心
し
て
受
診
で
き

る
環
境
が
成
り
立

つ
と
い
う
こ
と
を

国
民
・
世
論
に
広

げ
て
い
き
た
い
」

と
の
発
言
が
あ
っ

た
。

北
部
地
区
）
を
選
出
し
た
。

冒
頭
、
小
澤
力
理
事
長
（
写

真
・
上
）
が
挨
拶
に
立
ち
、

「
今
、
政
府
と
一
部
野
党
が

医
療
費
抑
制
政
策
を
こ
れ
ま

で
に
な
い
方
法
と
強
引
さ
で

さ
ら
に
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
」
と
し
、
き
た
る
参
院
選

挙
で
は
歯
科
医
療
費
の
総
枠

拡
大
、
窓
口
負
担
軽
減
の
実

現
に
向
け
て
会
員
の
み
な
さ

ん
に
協
力
を
呼
び
か
け
た
い

と
訴
え
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

整
備
進
め
る

　

活
動
方
針
に
つ
い
て
の
審

マ
イ
ナ
と
一
体
は

任
意
取
得
と
矛
盾

　

八
幡
愛
衆
院
議
員
（
れ
い

わ
）
と
の
面
談
で
は
、
理
事

長
が
「
皆
保
険
の
下
、
全
員

交
付
の
保
険
証
と
、
任
意
取

得
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
一
本
化
す
る
こ
と
は
矛
盾

す
る
」
と
し
、
従
来
の
健
康

保
険
証
の
存
続
を
訴
え
た
。

八
幡
議
員
は
「
そ
も
そ
も
建

付
け
が
お
か
し
い
。
従
来
の

保
険
証
存
続
に
全
力
で
取
り

組
み
た
い
」
と
強
調
し
た
。

資
格
確
認
書
の
全

員
交
付
自
治
体
も

　

倉
林
明
子
参
院
議
員
（
共

産
）
と
の
面
談
で
は
、
理
事

長
が
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
電
子
証
明
書
の
有
効
期

限
が
切
れ
、
更
新
が
必
要
と

な
る
国
民
が
今
年
、
２
７
０

０
万
件
に
も
の
ぼ
る
。
マ
イ

ナ
保
険
証
の
人
が
電
子
証
明

書
の
更
新
を
忘
れ
て
い
る

と
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
資

格
確
認
が
で
き
な
い
な
ど
混

乱
が
起
こ
る
」
と
訴
え
た
。

倉
林
議
員
は
「
資
格
確
認
書

の
全
員
交
付
を
後
押
し
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
、
国
民

の
受
療
権
を
守
る
立
場
を
明

確
に
し
た
。
さ
ら
に
「
２
０

２
４
年
歯
科
技
工
所
ア
ン
ケ

ー
ト
」
に
触
れ
、
技
工
所
を

守
る
た
め
に
も
、
診
療
報
酬

引
き
上
げ
に
賛
意
を
示
し

た
。問

題
山
積
の
国
会

命
と
健
康
を
守
る

　

大
門
実
紀
史
参
院
議
員

（
共
産
）
と
の
面
談
で
、
大

門
議
員
は
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の

保
険
外
し
な
ど
問
題
が
山
積

す
る
が
、
国
民
の
命
・
健
康

を
守
る
た
め
に
引
き
続
き
粘

り
強
く
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
だ
と
し
た
。

　

議
長
団
に
は
、
南
端
理
伸

議
長
（
大
阪
市
西
部
地
区
）
、

美
島
達
平
副
議
長
（
大
阪
市

交戦権を認めない
平和憲法

協
定
が
結
ば
れ
た
が
ま
だ
休

戦
状
態
で
し
か
な
い
。
い
つ

休
戦
が
破
ら
れ
、
戦
争
が
始

ま
っ
て
も
い
い
よ
う
に
臨
戦

態
勢
を
と
っ
て
い
る
。
韓
国

の
場
合
は
韓
国
軍
と
米
軍
が

一
つ
の
司
令
部
を
作
っ
て
い

る
。
米
韓
連
合
司
令
部
だ
か

ら
、
朝
鮮
戦
争
が
再
開
す
れ

ば
そ
の
司
令
部
の
下
で
一
体

に
な
っ
て
戦
う
。
つ
ま
り
、

い
つ
戦
争
が
再
開
し
て
も
、

米
軍
司
令
官
の
も
と
で
韓
国

軍
と
米
軍
が
一
体
に
な
っ
て

戦
え
る
臨
戦
態
勢
に
な
っ
て

い
る
。

石
破
首
相

石
破
首
相

「
韓
国
の
よ
う
に
」

「
韓
国
の
よ
う
に
」

　

石
破
首
相
が
首
相
に
な
る

前
の
発
言
だ
が
、
２
０
２
３

年
に
衆
議
院
の
予
算
委
員
会

で
こ
う
発
言
し
て
い
る
。
日

本
も
韓
国
の
よ
う
に
、
今
は

米
軍
と
自
衛
隊
、
別
々
の
司

令
部
だ
が
、
こ
れ
を
一
つ
に

し
て
韓
国
の
よ
う
に
連
合
司

令
部
を
作
る
必
要
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
。

憲
法
９
条
が
日
米

憲
法
９
条
が
日
米

一
体
を
許
さ
な
い

一
体
を
許
さ
な
い

　

し
か
し
、
憲
法
９
条
を
変

え
な
い
限
り
、
韓
国
と
全
く

同
じ
形
に
は
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
米
軍
の
権
限
と
自
衛
隊

の
権
限
と
い
う
の
は
違
う
。

日
本
で
言
う
と
交
戦
権
を
認

め
な
い
と
い
う
の
が
あ
る
の

で
、
自
衛
隊
に
は
い
わ
ゆ
る

戦
争
の
場
合
に
他
国
を
占
領

す
る
と
か
、
そ
う
い
う
権
限

は
な
い
。
米
軍
と
全
く
一
体

に
行
動
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
。
だ
か
ら
自
衛
隊
は
自

衛
隊
の
司
令
部
の
も
と
で
、

米
軍
は
米
軍
の
司
令
部
の
も

と
で
動
く
と
い
う
の
が
日
本

政
府
の
公
式
の
説
明
だ
。

実
態
は
一
体
化
へ

実
態
は
一
体
化
へ

　

た
だ
、
憲
法
９
条
の
改
正

は
そ
う
簡
単
に
行
く
こ
と
で

は
な
い
。
だ
か
ら
政
府
は
、

そ
の
前
の
段
階
と
し
て
、
限

り
な
く
韓
国
の
形
に
近
づ
け

よ
う
と
し
て
い
る
。
外
か
ら

見
た
ら
自
衛
隊
と
米
軍
が
別

々
に
動
い
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
け
れ
ど
も
、
実
態
と
し

て
は
も
う
一
体
の
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
。
米
軍
の
指
揮

下
で
自
衛
隊
が
動
く
と
い
う

形
で
日
米
共
同
訓
練
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。

休
戦
状
態
で
し
か

休
戦
状
態
で
し
か

な
い
韓
国

な
い
韓
国

　

韓
国
は
常
時
、
臨
戦
態
勢

に
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
、
韓
国
で
は
ま
だ
戦

争
が
終
わ
っ
て
い
な
い
か
ら

だ
。
朝
鮮
戦
争
は
１
９
５
０

年
に
始
ま
り
、
53
年
に
休
戦

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
布
施
祐
仁
氏
が
「
日
米
軍
事
一
体
化

の
行
方
と
戦
争
の
リ
ス
ク
―
こ
の
道
の
先
に
国
益
は
あ
る
の

か
」
と
題
し
、
大
阪
府
保
険
医
協
会
・
反
核
平
和
委
員
会
の

主
催
で
３
月
16
日
、
講
演
し
た
。
編
集
部
が
布
施
氏
の
講
演

概
要
を
ま
と
め
、
連
載
で
紹
介
す
る
。

―２―

　

従
来
の
健
康
保
険
証
の
使
用
継
続
、「
資
格
確
認
書
」

の
全
員
交
付
な
ど
を
求
め
、
５
月
15
日
国
会
議
員
要
請
に

取
り
組
ん
だ
。
あ
わ
せ
て
、
歯
科
技
工
所
の
窮
状
を
訴

え
、
歯
科
医
療
現
場
の
声
を
届
け
た
。
小
澤
力
理
事
長
、

平
尾
清
司
、
吉
田
裕
志
各
副
理
事
長
、
志
倉
興
紀
社
保
研

究
部
員
と
事
務
局
が
参
加
し
た
。

今号同封しています

「日本の医療・介護」
なーんかおかしくない？

保団連発行・待合室用
リーフレット


